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俯瞰報告書2017に向けた活動概要
（2015-2016の取組み）



俯瞰の枠組み・構造の検討

18

2013年版
化石資源エネルギー区分
再生可能エネルギー区分
エネルギー利用技術・システム区分

2015年版
エネルギー供給区分
エネルギー利用区分
原子力区分
環境区分

• 震災後のエネルギーに関する課題の顕在化
• エネルギーと不可分の地球温暖化問題への対応
→ エネルギー分野を中心に俯瞰検討
（要素技術の視点から区分を設定）

• 多様性を基軸としたエネルギーのベスト
ミックスの重要性
→ エネルギー3区分を供給・利用に再編成
前回検討できなかった原子力と環境を追加
（社会的期待の視点から区分を設定）

2017年版（暫定）
エネルギー分野
・エネルギー供給区分
・エネルギーNW・統合システム区分
・エネルギー利用区分
環境分野
・気候変動区分
・環境汚染・健康区分
・生態系サービス・生物多様性区分
・循環型社会区分（資源循環、産業、
都市・開発、インフラ）

• 供給から利用までに関わるエネルギーシステム（ス
マートグリッド、エネルギーキャリア等）の観点を
区分として分離

• 原子力は供給区分のサブ区分として位置づけ
• 環境分野については４つの区分を設置

２回の俯瞰を終えての問題意識
• 社会課題⇒システム⇒要素技術・科学技
術（基礎研究）への連結

• 電力自由化（発送電分離）、再生可能E大
量導入時代を見据えた将来への対応

• 気候変動をはじめとした環境分野の俯瞰
の充実



環境分野俯瞰図【暫定版】

気候変動

循環型社会

気候変動把握・予測

• 観測・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ（ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞ・実測等）
• モデルリング・シミュレーション

影響評価・適応策
• 農林水産業
• 水資源・水環境（淡水域・海水域）
• 生態系 ・防災・減災
• 健康 ・都市

緩和策
• エネルギー（再生可能エネルギー、高効率発
電、CCS・CCSU、省エネ等）

• 農林水産業・生態系 ・ﾋｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ対策
• （海外技術移転・経済取引）

資源･生産･消費管理
• ゼロエミッション
• 環境配慮設計（DfE）
• クリーナープロダクション
• サプライチェーンマネジメント
• ライフサイクルアセスメント
• 物質フロー・ストック分析

リサイクル・
廃棄物処理

• 物理的・化学的・生物学的
処理技術

• 中間・最終処理技術

都市・開発

• 都市・地域計画
• 交通（人流・物流）
• 環境影響評価
• 適正技術

学
術
研
究

観測・計測技術
• 衛星観測・航空機観測（ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞ）
• 観測網・センサー・モニタリング
• 微量分析・組成分析
• 一斉分析・網羅分析

予測・評価技術
• モデリング・シミュレーション
• データ同化・高精度化
• ダウンスケーリング
• 影響評価・リスク評価

対策技術
• 緩和・適応
• 未然防止・修復・浄化
• 保全・管理
• 資源回収・リサイクル

共
通
要
素
技
術

構
成
技
術

【人文社会科学】 法学、経済学、社会学、政治学、国際関係、行政学、哲学、教育学、倫理・道徳 等
【自然科学】 土木工学、建築学、統計学、材料工学、化学工学、生態学、農芸化学、保健・衛生、情報学、システム科学、防災学、

物理学、化学、生物学、地球惑星科学、工学、農学、医学、数学 等

水循環

• 地域循環・全球循環
• 水システム（上下水、循
環・再利用、浄化等）

社
会
実
装
技
術

システム・設計・エンジニアリング 人文社会技術（法・規制・制度、社会受容、経済性評価）

人と関わりあう物理空間および生態系をシステムとして理解し、顕在化した事象への対処のみならず起こりうる事象を予測し対処することで、
人と自然の営みを維持・発展させるための研究開発分野

定
義

環境情報基盤・利活用
• データ収集・共有・管理 ・ データ統合・解析・利活用
• ネットワーク・インタフェース ・ 高速度処理

製造業の環境技術

• 環境負荷物質分解除去、排
出削減（触媒、プラズマ、
微生物等）

生態系・生物多様性環境汚染・健康

非
定
常
時
（
災
害
時
等
）
の
視
点
の
導
入

陸域
• 環境応答・遷移・相互作用・物質循環
• 生態系サービス・生物多様性評価
• 管理（保全・利用・再生、外来種）

沿岸域・海洋
• 環境応答・遷移・相互作用・物質循環
• 生態系サービス・生物多様性評価
• 管理（保全・利用・再生、外来種）

陸水・流域
• 環境応答・遷移・相互作用・物質循環
• 生態系サービス・生物多様性評価
• 管理（保全・利用・再生、外来種）

土壌・地下水汚染
• 観測・計測
• 予測・評価
• 排出源特定
• 浄化・回復

大気汚染
• 観測・計測
• 予測・評価
• 排出源特定
• 浄化・回復

水質汚染
• 観測・計測
• 予測・評価
• 排出源特定
• 浄化・回復

多媒体動態・物質循環
• 観測・計測
• 予測・評価（拡散、分解、変態、蓄
積（極地蓄積・生物濃縮））

• 元素循環（CNP等）

健康・環境影響
• 有害物質
• 病原微生物、衛生
• 都市環境（高温等）
• 疫学調査

化学物質管理
• スクリーニング評価
• 健康リスク評価
• 生態リスク評価

農林水産業の
環境技術

• 省ｴﾈﾙｷﾞｰ・省水・省肥料農
業

• 畜産廃棄物管理
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［参考］環境WG資料
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3回の検討会を実施

① ② ③
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①観測・計測技術の主なトレンド（１）
A) サンプル量の微小化
（ナノ化）

– 単一分子、細胞レベル
– 超極微量試料

n 抽出・分離・濃縮・検出をワンチップに集積化
したマイクロ分析チップの開発

n 河川水等の分析を自動化、高速化、省資源化

n 大気圧低温プラズマによるフラグメントの
少ないソフトイオン化

n フェムト秒レーザによる分析対象の拡大
（固体、液体、気体すべて）と高感度化

C) 二極化
– 研究用（超高感度・精密）
– モニタリング・可搬用（低
コスト・小型化）

B) 分析対象の拡大
– 細胞、細菌から大気粉塵、
プラスチック、鉱物まで

– 微粒子の形状や組成、状態

出典：東京工業大学・火原彰秀准教授

出典：東京工業大
学・沖野晃俊准教授

出典：京都大学・
平田岳史教授
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研究事例 研究事例



①観測・計測技術の主なトレンド（２）
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D) 新しい実測ツールによる発展
– ツール開発や計測機器の発展により入手可能となったデータの活用
– 長期的モニタリングによる進展と新たな知見獲得

n 放射性核種をトレーサーとした
年代計測手段による地球表層動
態や生物動態等の把握

出典：九州大学・矢原徹一教授

出展：東京大学・横山祐典教授

研究事例

n ロガー、センサによる生物動
態の可視化・把握

出典：龍谷大学・近藤倫生教授

n 環境DNAによる生物量・生物
分布・生物相の把握



①観測・計測技術の主なトレンド（３）
E) 網羅的分析とインフォマティクスとの融合
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n NMR等を用いた試料の一斉分析とイン
フォマティクスによる環境の状態評価

n 試料中の化学物質の網羅（ノン
ターゲット）分析および検索定量
ソフトウェア開発とDB整備

出典：理化学研究所・菊地淳チームリーダー出典：国立環境研究所・橋本俊次室長

研究事例
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